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はじめに

調査方法

計算方法

地すべり調査

樹木の分類と分布

樹木の傾斜方向と分布

まとめ

河川の侵食による河岸段丘・田切地形

⇒地すべり災害につながる
斜面地形には植生が

発達している

地すべり研究に樹木を活用

計測方法
クリノメーターを用いて

東西方向、南北方向
への木の傾きをそれ
ぞれ測定した。

左図のOBを樹木とみる。
・木の南北方向の傾き:α₁
・木の東西方向の傾き:α₂
・木の傾いている方位:θ₁
・木の傾いている角度:θ₂
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２、流送域→削剥された物が移動している部分

調査地域の地すべりの分布
・図の右側から順に地すべりA,B,Cとする

樹木の分類 特徴

直立の木 傾斜が5度以下のもの

根曲りの木
地面から1.2mで屈曲している
もの

傾斜木 傾斜が5度以上のもの

たとえば
地すべりBを評価すると

現在活動中である

・周辺に直立の木なし
・内部に根曲りの木あり
・内部に傾斜木あり

調査地域中央部に傾きの大きい木が集中している。

ここでは傾斜の大きい木が集中していることから地面の
活動度が大きいことがわかる。

１根曲りの木→地すべりが以前活動していたことが推測

できる

傾斜木 →地すべりが現在活動中であることが推測

できる

２樹木は斜面の傾斜方向と同じ方向に傾斜することが

わかる

３樹木を調査することで地すべりそのものを調査すること

なしに斜面の活動度を評価することができる
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３、流送域から移動してきたものが
堆積している部分である

１、削剥域→地すべり上部の削剥している部分

直立の木
地すべりが起こって
いない

根曲りの木
過去に地すべりが
起こった

傾斜木
現在、地すべりが
起きている

傾きの小さい樹木
⇒小規模な斜面の方向

傾きの大きい樹木
⇒大規模な斜面の方向

伊那北高校周
辺の断面図
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方位と傾斜角の関係を表した図
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